
4-2. 4-1で「あまり興味・関心がわかない」とご回答いただいた方へ その理由はなぜですか？
（複数回答可）

【興味・関心がわかない理由（複数回答可）】

農業遺産に
魅力を感じない

15

身近に
農業遺産がない

49

PRやブランディングに
使いづらい

8

説明が難しくて
情報が入ってこない

6

その他 4

18%

60%

10%

7%
5%

農業遺産に魅力を感じない 身近に農業遺産がない

PRやブランディングに使いづらい 説明が難しくて情報が入ってこない

その他

５-1. 「農業遺産」に認定された地域の産品を取り扱いたいと思いますか？

【地域の産品の取扱いについて】

是非取り扱いたい 33

機会があれば
取り扱いたい

166

検討したい 93

取り扱いたいとは
思わない

15

身近に農業遺産なく、そのイメージがわかないことで、
興味・関心へと繋がっていないことが考えられる。

11%

54%

30%

5%

是非取り扱いたい 機会があれば取り扱いたい

検討したい 取り扱いたいとは思わない

9割以上の方に、「農業遺産」に認定された地域の
産品に関心を持っていただけたと考えれらる。



５-2. ５-1で選択肢を選んだ理由をご記入ください。

【自由記述】

✓ 日本の農業の活性化のため
✓ 農業文化を残したい・拡げたい
✓ 伝統文化の継承
✓ 農業遺産の応援になれば
✓ 日本の農業支援に寄与できると思うから
✓ 国産材料をなるべく使用したい
✓ 日本産を活かしたい
✓ 地域の魅力発信に繋がるから
✓ 後世に残したい
✓ 国内の貴重な食材に目を向けることが大切だと思う
✓ いいものを拡げる

✓ 地産地消に関心があるから
✓ 産地の良さが保証されているから
✓ 他にない差別化を図ることができるから使ってみたい
✓ SDGs達成を目標にしている企業であるため
✓ 地域に根付いた商品展開をしたい

✓ 今、注目されているから
✓ 学生たちに食材の背景を学んでほしいから
✓ 店舗オーナーの出身地であれば提案する
✓ 自社で取り扱っているので、更に幅を持たせられれば
✓ 円安による安心感
✓ 認定されているから
✓ 商品の良さを提案しやすい
✓ ターゲティングの商品と合えば取り扱いたい
✓ 付加価値のある商品は印象がいいから
✓ 良いものがあれば使いたい
✓ PR商材として活用したい
✓ 今後のトレンドを取り入れるため
✓ 色々と店に導入したいし紹介したい
✓ お客様にも紹介しやすく目を引くため
✓ 詳しい情報を確認してから検討したい

６. 日頃、日本の産品をどのように開拓していますか。（複数回答可）

【日本産の産品の開拓について】

口コミ 98

インターネット検索 149

テレビ・ラジオ 48

新聞・雑誌 63

イベント・展示会 137

取引先企業からの紹介 43

事業者からの営業 51

Facebook 26

インスタグラム 41

YOUTUBE 29

LINE 13

TikTok 6

Twitter 30

その他 4

口コミ

13%

インターネット検索

20%

テレビ・ラジオ

6%

新聞・雑誌

8%

イベント・展示会

19%

取引先企業からの紹介

6%

事業者からの営業

7%

Facebook
3%

インスタグラム

6%

YOUTUBE
4%

LINE
2%

TikTok
1%

Twitter
4%

その他

1%

産品の開拓手段としては、インターネット検索が一番多く、次いで、
インベント・展示会となっており、展示会における情報発信も重要な機会であることが伺える。



７. （会社として）取扱い商品を決める際の最大のポイントは何ですか。（いずれか1つを選択）

【取扱商品を決めるポイント】

価格 146

味 166

パッケージ 27

商品ブランドの価値 71

認知度 18

消費者ニーズ 60

流通のしやすさ 32

安全・安心 72

環境配慮（有機・減農薬） 32

品質管理（HACCP) 32

SDGs 20

地域貢献 22

その他 2

146

166

27

71

18

60

32

72

32

32

20

22

2
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環境配慮（有機・減農薬）

品質管理（HACCP)

SDGs

地域貢献

その他

8. （あなた個人が感じる）農業遺産地域の商品について魅力的な点を教えてください。
（複数回答可）

【農業遺産地域の商品の魅力について】

価格 72

味 135

パッケージ 21

商品ブランドの価値 98

消費者ニーズ 34

流通のしやすさ 23

安全・安心 85

環境配慮（有機・減農薬） 45

品質管理（HACCP) 22

SDGs 40

地域貢献 65

イメージ 40

その他 5 0 20 40 60 80 100 120 140 160
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パッケージ

商品ブランドの価値

消費者ニーズ

流通のしやすさ

安全・安心

環境配慮（有機・減農薬）

品質管理（HACCP)

SDGs

地域貢献

イメージ

その他



9. 農業遺産地域の産品を販売する場合に想定される販路を教えてください。（複数回答可）

【想定される販路について】

自社店舗 128

通販（テレビ・動画広告） 72

通販（新聞・雑誌） 27

ECサイト（自社） 58

ECサイト（ショッピングサイト） 53

その他 34

0 20 40 60 80 100 120 140

自社店舗

通販（テレビ・動画広告）

通販（新聞・雑誌）

ECサイト（自社）

ECサイト（ショッピングサイ…

その他

ECサイト（ショッピングサイト）では、「アマゾン」
「Yahoo」「楽天」等が挙げられていた。
またその他では、「メーカーとのキャンペーンコラボ」「マル
シェ・イベントの開催」「生協関係」「量販店での販売」
「貿易対象品」等の記述があった。

10. 食品を通して農業遺産の認知度を向上するにはどの業態へのアプローチが有効だと思いますか。
（複数回答可）

【認知度向上のためのアプローチ】

外食産業（ホテル・飲食店等） 150

中食業者（惣菜や給食等） 52

小売業者（スーパーや百貨店等） 106

ECサイト・ネット通販 91

食品商社・問屋・卸 55

メーカー 23

その他 15

0 20 40 60 80 100 120 140 160

外食産業（ホテル・飲食店等）

中食業者（惣菜や給食等）

小売業者（スーパーや百貨店等）

ECサイト・ネット通販

食品商社・問屋・卸

メーカー

その他

その他の項目では、「旅行業者」「学校給食」
「展示会」「SNS」等の記述があった。

11. 今回展示した農業遺産地域の産品で取引したいと思ったものはありますか。 （複数回答可）

【取引してみたい産品】

山形県：乱花 45

宮城県：一ノ蔵（酒） 100

新潟県：朱鷺と暮らす里（米） 62

岐阜県：清流の国（酒） 29

和歌山県：粉山椒 46

滋賀県：魚のゆりかご水田米 40

島根県：出雲國仁多米 35

0 20 40 60 80 100 120

山形県：乱花

宮城県：一ノ蔵（酒）

新潟県：朱鷺と暮らす里（米）

岐阜県：清流の国（酒）

和歌山県：粉山椒

滋賀県：魚のゆりかご水田米

島根県：出雲國仁多米



12. その他、ご意見・ご要望がありましたら、お聞かせください。

【自由記述】

✓ 今後、日本の活性化のために農業遺産を活用することは大事

✓ この取組を継続してほしい

✓ 大切さが身に染みる

✓ SDGs関連のコンサルタント・サポート

-
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実施後アンケート



実施後アンケート



実施後アンケート



実施後アンケート



アンケート集計

1. 研修会全体の満足度について

大変満足 2

満足 8

普通 2

不満 0

合計 12

2. 「FOOD STYLE JAPAN 2022 出展報告」

とても参考になった 4

参考になった 6

普通 2

あまり参考にならなかった 0

合計 12

3. 「FOOD STYLE JAPAN 2022」に出展した地域の座談会

16%

67%

17%
大変満足

満足

普通

不満

33%

50%

17%

とても参考に

なった

参考になった

普通

あまり参考にな

らなかった

とても参考になった 3

参考になった 7

普通 1

あまり参考にならなかった 0

合計 11

27%

64%

9%

とても参考に

なった

参考になった

普通

あまり参考にな

らなかった



4. 農業遺産認定地域及び食品事業者を交えた意見交換会

とても参考になった 2

参考になった 7

普通 2

あまり参考にならなかった 0

合計 11

5. 来年度以降、農林水産省が本事業で「FOOD STYLE JAPAN 2022」のようなイベントに
出展するのであれば参加したいと思いますか。

参加したい 5

検討したい 6

あまり参加したくない 1

合計 12

6. 今後、農林水産省が本事業で参加募集するイベントについて特にどのジャンルのものに
参加したいと思いますか。（複数回答可）

食品関連（FOOD STYLE等） 7

教育関連（教育ITソリューションEXPO等） 3

環境関連（エコプロ等） 3

観光関連（ツーリズムEXPO等） 6

現時点ではありません 1

合計 20

18%

64%

18%

とても参考に

なった

参考になった

普通

あまり参考にな

らなかった

42%

50%

8% 参加したい

検討したい

あまり参加した

くない

35%

15%15%

30%

5%

食品関連（FOOD STYLE

等）

教育関連（教育ITソ

リューションEXPO等）

環境関連（エコプロ等）

観光関連（ツーリズム

EXPO等）

現時点ではありません

アンケート集計



アンケート集計（記述式）

2. 「FOOD STYLE JAPAN 2022 出展報告」で参考になった、印象に残った点について

・わかりやすく、参加者の意見も伺えたことがよかった。
・農業遺産の知名度がまだまだであること。
・アンケート結果についての報告は、農業遺産産品に興味を示す業態を把握する参考となりました。
・農業遺産の知名度は低いものの、多くの人が興味を持ってくれたということ。今後も認知向上のための

取組を行っていきたい。
・バイヤーの方の農業遺産の認知度や考えについて、アンケートを通じてわかった。
・アンケート結果の中で、販路の開拓方法、開拓先の結果について参考になった。
・農業遺産への興味が高い人が多かったので今後も認知度向上に努めていこうと思いました。
・成約や取引拡大にはどのようなことをすれば良いかについて研修したかった。
・会場の雰囲気、来場者の様子を把握することができた。

3. 「FOOD STYLE JAPAN 2022」に出展した地域の座談会で参考になった、
印象に残った点について

4. 農業遺産認定地域及び食品事業者を交えた意見交換会で参考になった、
印象に残った点について

・特産品のストーリーが大事であること。
・他地域が、来場者からどのような声を受けていたのか聞けた点は参考になりました。
・商品のよさだけでなく、ストーリーも含めて紹介していくことが大切だとわかった。
・出展をしたからわかること、農業遺産の認知度の低さなどが聞けた。
・お米や日本酒などは農業遺産のブランドよりも名産地であるかが重要であったように感じたので

農業遺産の認知度を上げていってブランド力向上に期待したいです。
・農業遺産の説明に時間が必要であること。
・実際のやりとりなどの紹介は参考となる。

・皆さんPRに苦労しておられること。
・他地域との意見交換を通じて、まずは農業遺産全体としてのPRを連携しながら取り組んでいくことが

重要であるという事を共有できた点は良かったと思います。
・各地域が取り組んでいること（周辺地域との共同マルシェ、大学との連携、スーパーへでのブース設置など）

聞けて良かった。
・私たちのグループでは農業遺産認定による満足度が平均６６％とまずまずな数字でしたのでよりメリットを

感じられるような形態になっていくとうれしいです。
・農業遺産に認定された他地域の雰囲気がわかって良かった。自分の地域と比較できた。
・他県の事例を知るよい機会であった

7. 本日の研修に参加した感想をお聞かせください。（特に参考になった点・改善すべき点など）

・グループごとのセッションについては、少し時間が足りなかったような気がする。
・もっと他地域との連携を積極的に進めるべきであること。
・展示会への出店および本日の研修を通じて、農業遺産認定後の情報発信の重要性を改めて

認識できた点は、非常に良かったです。
・“FOOD STYLE JAPAN 2022に参加された地域の体験をお聞きできてよかった。

今後の当協議会内での出展等の検討にも有用だと思う。座談会、意見交換会の時間が短かく感じた。
機器トラブルあり申し訳なかった。"

・来場者のアンケート結果を活かしていきたいです。
・各地域の取組の一端を知る機会として、情報交換ができてよかった。マーケティング、ブランディングに

ついて各地域にあったやり方で進めることが望まれ、生産と販売両面の取組が課題と感じる。
・意見交換会のなかで行政の方全員が農業遺産地域全体でのイベントに前向きだったので今後も企画

していただけるとうれしいです。
・他地域と話をする機会は貴重です。設定いただいてありがとうございます。
・各地域が抱える課題はやはり似たようなものが多く、今後農業遺産の認知度向上のためには横の連携を

更に強化して進めていく必要を感じた。
・参考となる取り組み事例などをご紹介いただきありがとうございました。



8. 農業遺産の情報発信に向けて今後どのような研修であれば参加したいと思いますか。特に聞きたい
内容や、農業遺産地域全体でやってみたい意見交換やワークショップ等ありましたらお書きください。

・ブランド化、PR強化、発信力に関する研修。
・展示会だけではないかもしれませんが、他地域と一緒に取り組める情報発信、PRの機会があればと思います。
・農業遺産の認知度向上（情報発信などの取り組みについて）
・農産物の認証制度のあり方、実施している成功事例と現状と課題について、今後の参考にしたい。
・“うまくいっている保全活動の事例。農業遺産の認定基準をしっかり満たしながら、充実させながら地域が

発展させる・には、様々な工夫があると思います。"
・農業遺産の各地域の商品が購入できるECサイトができたら面白いなと感じた。

10.その他、ご意見・ご要望があればお聞かせください。

・FOOD STYLE JAPAN 2022への出展は負担金方式でもいいので、東京だけでなく全国展開してほしい。
また、リアルな商品に限らず、鰤の模型など地域PRに資するものであれば可能としていただきたい。

・良い機会をいただきありがとうございました。
・ECサイトによる農業遺産地域商品の販売はいい意見だと思いました。
・農業遺産に精通している方から見て、模範にすべき取り組みを複数の地域が真似することが農業遺産の

認知向上やブランド化に繋がると思います。

アンケート集計（記述式）
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